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背景と目的
　同一の作物の栽培を連続して行う時に、収量の低下や病害の発生などの連作障害が生じる場
合があることが知られている。ジャガイモは栄養バランスに優れ健康食として目されるなど主
要な作物の一つであるが、ウィルス病や疫病をはじめとして病害の発生が多く、このために連作
障害が出やすいとされている。一方、同じナス科に属するトマトや、ダイズなど一部の畑作物に
おいての無施肥無農薬栽培では、連作でも一定の収量を確保し、高品質な農産物を生産してい
る事例が報告されている。無施肥無農薬栽培での安全な作物を安定的に生産することは生産者・
消費者にとって有益である。肥料や農薬を施さない条件下ではウィルス病や疫病などの障害を
何らかの形で回避できるなどの可能性も考えられるが、実際に無施肥無農薬栽培の畑作で連作を
行なった場合の詳細な調査例はあまりみられない。そこで本研究を以下の２つの目的で 2019
年に開始した。

① 無施肥無農薬栽培がジャガイモの連作に及ぼす影響の調査
　一般に連作障害が生じやすいとされているナス科のジャガイモ栽培において、無施肥無農薬
　の環境が生育・収量にどのような影響を及ぼすのかを明らかにする。

② 無施肥無農薬栽培に適するジャガイモ品種の探索
　耐病性に優れるとされるジャガイモの品種では連作障害が出にくい可能性がある。無施肥
　無農薬栽培の環境に適する品種の探索を行う。
　
調査に用いた圃場について
　長野県東筑摩郡朝日村と滋賀県野洲市の無肥研圃場の 2ヶ所で、一部共通の複数の品種の栽
培を行っている。2019 年の予備調査開始以降、化成・有機肥料等の人為的な投入は行わず、野
洲市圃場の二期作区以外は、年間 1作のみで裏作は行わず収穫後は休耕とした。2020 年までは
品種の追加や反復区画の設定などで圃場内での植え付けの位置を変更した部分がある。両圃場
で 10年程度を目安に連作栽培し調査を行う計画である。

1. 朝日村圃場での調査
材料と方法
 ・場所／長野県東筑摩郡朝日村圃場（無施肥栽培 :2019 年から）
 ・品種／
　◎無施肥区：男爵・キタアカリ・デジマ・ホッカイコガネ・ピルカ・とうや・こがね丸・アンデ
　ス赤（8品種：2019 年開始）マチルダ・グランドペチカ・タワラワイス・タワラマゼラン・タワラ
　小判・タワラヨーデル・タワラムラサキ（７品種：2021 年開始）
　◉施肥区／男爵・キタアカリ・デジマ・こがね丸・アンデス赤（5品種：2021 年開始）
 ・施肥区について／ 2021 年はN,P₂O₅,K₂O 各 8.74 kg/10aを種芋の底に施肥。2022 年は
　N,P₂O₅,K₂O 各 8.74 kg/10a を畝に投入し耕転、さらにN:P₂O₅:K₂O:MgO＝7.65:10.71:9.18:3.06
　（kg/10a）を種芋の底に施肥。2023・2024 年はN,P₂O₅,K₂O 各 8.74 kg/10a を畝に投入し耕転、
　N:P₂O₅:K₂O:MgO＝7.10:9.95:8.52:2.84（kg/10a）を種芋の底に施肥。追肥・農薬の散布等
　は行っていない。
 ・調査項目／種イモの総重量及び 1株毎のイモの収穫時の総重量・個数
 ・栽培管理／発芽後２本仕立て　マルチは使用せず除草を兼ねて１～２回土寄せ　4月下旬～
　5月上旬に順次植え付け、枯れ上がってから収穫

下平訓立＊　倉島次郎＊

（NPO 無施肥無農薬栽培調査研究会）

無施肥無農薬栽培連作継続時のジャガイモの生育の調査（2024 年度）
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 ・雑草の管理／初期は耕転、以降刈り払い・搬出、秋期～春期は放置
 ・種イモの管理／初年に男爵・キタアカリ・デジマは他所にて無施肥栽培のイモ、その他は
　一般市販品を購入。施肥区は無施肥栽培 2年経過時の種イモを使用。収穫後、品種・区別に
　保存して次年に使用（休眠明け以降は可能な限り冷蔵保存）

朝日村圃場について
　一般施肥栽培（高原野菜等）の後、約 10 年の間に所有者が少なくとも 1回以上は堆肥を投入
　し耕起のみを行なっていた圃場で 2019 年よりジャガイモの無施肥栽培を開始した。品種の
　追加による栽培区域の拡大、反復区画化などを行い2024 年は15品種で調査を行った。
　土質は火山灰土で排水性は良好である（図1）。

朝日村圃場での結果と考察
① 無施肥無農薬栽培がジャガイモの連作に及ぼす影響について
　無施肥区の収量は 2023 年と比べておおむね横ばいで、大幅な増減はみられなかった（図２）。
　男爵などの品種で出芽後に株元が腐り、後発の芽が成長するまで生育が遅れるものが数株見
られた。また、2023 年の無施肥区において最も多収であったマチルダは、計２２株中 8 株が
生育期間の中頃までに立枯れたことで減収となった。その原因が種イモの状態によるものか
土壌病害によるものなのか現時点では不明である。
　朝日村圃場における全ての品種の開始 1 年目から６年目ごとの総収量の平均を表すと、無
施肥区では、前年比で 2 年目は約 31%、3 年目は約 42% の減収になり、4 年目は約 5％の増収、
5 年目は約 10% の減収、６年目の本年度は約 8%の減収となり、4 年目以降はほぼ横ばいの
値を示している（図 3）。
　施肥区での開始４年目の 2024 年の収量は 2023 年比約 18% の減収となった（図 3）。品種ご
との収量の傾向はデジマ以外は無施肥区とほぼ同様となっている（図２）。なお本年も目立った
病害は観察されなかったが殺虫剤や消毒薬を使用していないため、今後の病害の発生に注意
して観察していきたい。

② 無施肥無農薬栽培に適するジャガイモ品種の探索について　
　図 6 は、品種ごとに調査開始 3 年目以降の収量の平均を示したものである。無施肥区にお
いて高かったのは、こがね丸、マチルダ、ピルカ、ホッカイコガネ、デジマと中生から晩生
の品種が多く、男爵、キタアカリ、とうや等の早生品種はやや劣る傾向が改めて確認された。
施肥区の品種の傾向もほぼ同様であるが、共通の品種での施肥区に対しての無施肥区の平均
収量の割合を比較すると、早生品種の男爵は 21.9%、キタアカリは 22.4% であるが、中生・
晩生品種では、こがね丸が 41.7％、デジマは 32.8％、アンデス赤は 41.7% となった（図７）。
比較的気温の低い時期に生育の期間がある早生品種においては、両区での利用可能な土壌中
の養分量に差があるのではないかとも考えられるが、病害などの可能性も含めて検証は出来
ていない。
　各年の気象条件の違いを考慮する必要があるが、現在までの 6 年間の調査結果からこの圃
場では生育期間を長く保ち得る中生から晩生品種の方が無施肥栽培の収量面においては向い
ているのではないかと考えられる。

図1  朝日村圃場の作付け様式（2024 年）
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・その他／前年の２０２３年、早生品種であるキタアカリの中で晩生品種と同程度に枯れずに残った１株があったため、その種イモ
から５株を栽培した所、通常の株よりも良好な生育でキタアカリ全体と比較すると２倍程度の収量であった。播種時に混入の可能
性もあり現在は遺伝子型の確認等が出来ていないが、来期も株を増やして栽培し調査を行いたい（図４）（図５）（表１）。

図 3  朝日村無施肥区・施肥区での連作1～6 年目の単位面積当たり収量の推移（kg/10a）

図２  朝日村／2019～2024 年の単位面積当たり収量（kg/10a）
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表 1  キタアカリ1株ごとの収量（g）
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表 2  2024 年　朝日村圃場　収量一覧
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